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回昭和年月日 題 目 発表者
6 32. 6. 2 批評の機能に就て 小川 悟
Schillerの「道徳的施設としての舞台」に就て
丸山三友
R. Schneiderの時代批評の文学 脇阪 豊
7 32.11.17 Hebbelの世話悲劇の成立 小川 悟
若き Rilkeの未発表の手紙 渡辺格司
8 33. 6. 8 形象と世界感情（リルケ） 上村弘雄， 33.11. 23 名誉を失った犯罪者（シラー） 丸山三友
10 34. 6. 7 ニーチェ随想 田中健二
精神病と天才 内藤好文
11 34.11.15 アネッテ・フォン・ドロステ・ヒュルスホフ
について 見次直雄
ヴィルヘルム・マイスターについて 中村恒雄
12 35. 6. 5 17世紀ドイツ文語史よりみた外来語の問題と
ドイツ国語協会の意義 福本喜之助
13 35.11.13 フィエスコに於ける合成力理念 須賀洋一
現代のドイツ文学について 義則孝夫
滞独中の録音紹介 渡辺格司
14 36. 5.28 意味形態論について 川島淳夫
15 36.11.19 ドイツで見聞したこと Werner Rilz 
ドイツの風俗・習慣 脇阪 豊
16 37. 6.10 Christine Koch ,,Wille Raousen"から 渡辺格司
語学と誤学・言語学と街語学 福本喜之助
17 37.10.28 ヨーロッパ文学うら話し 村井勇吾
G. ベンと表現主義 山本 尤
317 
ドイツ語学研究の近況 和田賀一郎
『晩夏』におけるリーザッハ男爵のモデル
について 米田 巍
Uberdie"racheinGrimmsMarchen
WernerRilz
ドイツ留学報告一ケーテ・インスティ 藤井啓行
トゥート，大学一
ドイツ杼情詩の朗読法 赤井慧爾
ラーベの小説における牧歌の意義 諸沢 巖
InstitUtfiirSpracheimtechnischen
Zeitalterの組織と活動 脇阪 豊
18 38． 6． 9
19 38．11．10
” 39．’6． 7
｢独逸文学」総目録1－10
1 （昭和33年5月）
BetrachtungenzurMethodikdesDeutschunterrichts,
besondersinJapan l
最後の書 26
ﾗｲﾝﾎﾙﾄ･ｼｭﾅｲグｰ
ｰ現代カトリック文学への一考察－45
E.T.A.ホフマンとE.A.ポーの小説に於ける
く時間構造＞の問題一物語形式論への試論－67
言語記号と言語内容， レオ・ワイスケルバー「母
国語と精神形成」 （訳） 83
WernerRilz,
???
義則
脇阪
小川 悟
和田賀一郎
瓢8
2 （昭和33年12月）
中川清三 フリッツ・シュトリッヒ論
上村弘雄 リルケと事物について
福本喜之助 17世紀のドイツに於ける外来語の研究（一）
3 （昭和34年6月）
小牧健夫 アイヒェンドルフ「月夜」ほか十章（訳)
小川 悟 F.カフカの物語に於ける「時間」の問題
一物語形式論への試論Ⅱ－
和田賀一郎 レオ・ワイスケルバー「母国語と精神形成」
第三章母国語（訳）
4 （昭和34年10月）
田中健二 続・ヘルダーにおけるレアリスムス
ーヘルダ一認識論の特殊問題一
山中祥二 ケーテの市民性について
藤井啓行 ヘッセの「ナルチスとゴルトムント」について
5 （昭和35年5月）
KakujiWatanabe,UberFritzReutersDichtungen.Zum
150.GeburtsjahrdesDichters
ISaoUemichi,ErnestHemingway'sDeα/〃伽W""9
6 （昭和35年11月）
田中健二 続々・ヘルダーにおけるレアリスムス
ー神の認識一
小川 悟 F.カフカの作品に於ける「ICh」の問題
一物語形式論への試験Ⅲ－
和田賀一郎 レオ・ワイスゲルバー「母国語と精神形成」
第四章社会的認識形式としての言語（訳）
???
??
1
11
25
1
26
47
??
?
1
11
27
319
7 （昭和36年11月）
福本喜之助 ヘルマン・パウル「言語史原理」について
小川 悟 F.カフカの作品に於ける「Ichの問題」
－物語形式論への試論続Ⅲ－
KakujiWatanabe,FritzReuterslsDichter,Resiimeedes
VortragesbeimlnternationalenGermanisten-
kongress,Kopenhagenl960
渡辺格司 国際独文学大会の記
8 （昭和37年10月）
FritzMartini,DieGermanistikinAmerika
福本喜之助 ヘルマン・パウル「言語史原理」 （2）
小川 悟 フランツ・カフカの物語に於ける,,Monolog6$の
問題一物語形式論への試論Ⅳ－
脇阪 豊 未完成の美一物語作家としてのインケポルク・
ノ､ミノ、マンー
脇阪 豊 インゲポルク・バハマン「すべて」 （訳）
1
60
77
(1)
??
?
48
66
(1)
9 （昭和38年11月）
ErichRuprecht,ThomasManns,D ktorFau tu3und
dieKrisedesmodernenRomans
WalterMUller-Seidel,Int rpretationundGeschichtezur
SituationderdeutschenGermanistik
JOhannesLohmann,WilhelmvonHumboldtunddieSprache
福本喜之助 ヘルマン・パウル「言語史原理」 （3） （訳）
須賀洋一 ドレースデンのシラー
－若きシラーに於ける神の認識－
上村弘雄 シュタードラーの詩集「出発」の内的構造について
川島淳夫 文肢と基本形象について（書評）
1
29
41
49
73
89
115
320
10（高尾教授古稀記念号昭和39年11月）
内藤好文 序
高尾国男先生略歴及学術論文
内山貞三郎 フマニスムス時代の調刺文学
中川清三 Grimmelshausenの小説の手法について
-dieSimplicianischenSchriftenを中心に－
田中健二 ヘルダー夫妻の往復書簡より見たるヘルダーのイ
タリヤ旅行一ヘルダー研究の一資料－
鈴木重貞 独逸浪漫派と日本
米田 巍 Stifterの「森をゆく人」におけるReue-Thema
の特殊性
見次直雄 エードゥアルト ・メーリケの生活と杼情詩
諸沢 巌 W.Raabeの「樅の木のエルゼ」について
HiroKamimura,EinigeNotizeniiberdieNovellensamm-
lung,,DerDieb"vonGeorgHeym
藤井啓行 MarieAntoinette-伝記小説の考察一
WernerRilz,DieEinheitderMarchenwelt
YutakaWakisaka,EinVersUChzurkontrastivenLitera-
turbetrachtungimHinblickaufdieMeta-
linguistik
和田賀一郎 ドイツ語学研究方法論考一即音韻的研究と即内
容的研究－
内藤好文 ドイツ文の構造
川島淳夫 ドイツ語における文の成分とその画定手段について
福本喜之助 レオ・ヴァイスケルバー「言語教育の問題」 （訳）
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